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１．研究開発の目的 

次世代技術であるマイクロ流体デバイスの機能評価や性能改善に不可欠の基盤技術であるマイクロ流れの３次

元流れ計測技術を開発する。そのために、当社と大学が共同開発した「マイクロPTV用ステレオアタッチメン

ト」とトモグラフィー技術とを融合させ、高い空間分解能を有するマイクロ流れの３次元流れ計測技術を開発

する。この技術を当社の主力製品であるステレオ PIV（粒子像流速計）システムに組み込むことによって、マ

イクロ流体デバイス等の研究開発に利用できる実用的システムの実現性を検証する。 

 

２．研究開発の概要 

①成果 

【目標】 

トモグラフィーを用いたマイクロ流れの３次元計測技術の実用化に向けて、①３次元測定精度1μm以上の計測

システムの構築と検証、②専用カメラ校正装置と校正方法の開発、③高速トモグラフィックの再構築アルゴリ

ズムを開発し、トモグラフィック再構築速度15分以内の達成を図る。 

【実施内容】 

「マイクロPTV用ステレオアタッチメント」を組み込んだ計測システムを構築し、高精度な光学調整を可能と

する専用カメラ校正装置およびそれを用いた校正方法を開発した。GPU 利用によるトモグラフィック再構築ソ

フトウェアを開発し、人工粒子画像を用いたシミュレーションおよび実験によって開発したソフトウェアを検

証した。 

【達成度】 

マイクロ流れのステレオ撮影を可能とする計測システムを構築し、専用カメラ校正装置と校正方法を組み込む

ことにより、３次元測定精度 1μm を達成した。GPU 利用による最適コーディングによって、再構築速度 11.7

分（ボクセル数＝109個）を達成した。再構築の妥当性を、人工粒子画像を用いたシミュレーションと液流実験

によって検証した。これらの研究開発成果により目標を達成した。 

②今後の展開 

本技術のコア要素技術は今回の研究開発で確立された。今後はコア要素技術を実用化システムへと展開し、製

品化する予定である。本技術への当該分野の強いニーズと期待に鑑み、2014年春までには製品の市場投入を計

画している。計画遂行を加速させるため、人員（技術職社員）の増強を既に行った。本技術の検証ならびにコ

ア要素技術の更なる性能改善を目指して、大学との共同研究体制を維持する予定である。 

 

３．総合所見 

目標通りの成果が得られ、イノベーション創出が期待される。トモグラフィックカメラにより撮影された粒子

画像から 3 次元画像を再構築する際の定量的な検証についてはさらに検討が必要であるが、マイクロ流れの 3

次元計測を高い空間分解能で可能にした。研究開発体制の強化に伴い、さらなる技術の進展が期待される。


